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研 究

子育てによる親役割達成感と親の心理的な

発達との関連性

寺　薗　さおり

ttみ」
鷲

〔論文要旨〕

　本研究は，2～4歳の子どもを育てている親を対象に父親と母親との親役割達成感の違いを検討する

ことと，親役割達成感と心理的な発達との関連について明らかにすることを目的にした。調査対象者は

保育園，幼稚園に通う子どもをもつ夫婦169組であった。

　親役割達成感について検討した結果，父母間の親役割達成感の平均値に差はみられなかったが，母親

の親役割達成感には子どもの所属クラスや出生順が影響していることが示された。また心理的な発達に

ついて父親は環境制御力，人格的成長，人生における目的，積極的な他者関係が，母親は環境制御力，

自己受容，人格的成長，人生における目的，積極的な他者関係が親役割達成感の高さと関連しているこ

とが明らかとなった。
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1．はじめに

　近年，核家族化，女性の社会進出などにより

父親も子育てに参加することが求められてい

る。しかし子育て期にある男性の労働時間は長

く，家族と過ごす時間が短いエ）ことから，子ど

もと過ごしている間に育まれる感情，親役割に

対する自己評価など父親と母親とでは異なるこ

とが予測される。

　母親が子どもとの人間関係や自己の成長の

点で満足している程度を母親役割達成感とい

う2）。子育て期の母親の母親役割達成感は他の

時期の母親よりも高く，また母親役割達成感は

心理的な発達と関連している3）。一方，子育て

に参加する父親への影響について，子育て関与

の高さと人格的変化との問に関連は認められて

いない4）。しかし子どもとの情緒的交流ができ

ていると認知することが子育て参加の動機づけ

となり父親の発達が促されている5）ことから，

母親のみならず父親においても親役割に対する

肯定的な評価は子育て参加への動機づけとな

り，親の発達が促されることが考えられる。そ

こで本研究では，2～4歳の子どもの親を対象

として父親と母親では親役割達成感は異なるの

かどうかについて検討していくことを1つ目の

目的とする。また，父親母親それぞれの親役

割達成感と心理的な発達との関連について明ら

かにすることを2つ目の目的とする。

ll．研究方法

1。調査対象者

対象者は保育所および幼稚園に子どもを預け
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ている父親と母親377組であった。170組から夫

婦両方の質問紙が回収されたが（回収率45％），

回答に不備のあった1組を除く169組を分析の

対象とした。

2．調査方法

　北海道，徳島県，愛媛県，鹿児島県の保育所

3園，幼稚園1園の計4園に調査協力を依頼し

た。園ごとに園長，または学級担任が2歳児，

3歳児，4歳児クラスの父母に質問紙を配布し，

家庭で記入後，封をして園に提出してもらった

ものを回収した。また筆者の友人・知人を介し

て保育所および幼稚園に通う子どもの父母に質

問紙を配布し，郵送法にて回収した。質問紙に，

回答は統計的に処理されること，調査は強制で

はないことを明記した。調査時期は2006年8月

中旬から10月初旬であった。

3．質問紙の内容

1）フェイスシート

　親の性別，年齢，子どもの所属クラス（2歳

児クラス，3歳児クラス，4歳児クラス），家

族構成の記入を求めた。

2）親役割達成感

　土肥ら2）によって作成された母親役割達成感

尺度を用いた（表1）。この尺度は母親が子ど

もとの人間関係や自己の成長の点で満足してい

る程度を測定するものである。本来，母親を対

象にして作られた尺度ではあるが，3組の親（父

親3名，母親3名）に評定をしてもらった結果

内容や表現等に問題がなく，また「子どもの成

長に最も喜びを感じている」，「子どもと楽しく

遊んでいる」，「子どもにょい環境を与えている」

など本尺度に含まれる項目は母親役割の達成感

に限らず子どもとの関係性に着目して作成され

表1　親役割達成感尺度

・1　子どもは私をとても信頼している

2　子どもの成長に最も喜びを感じている

3　子どもは私を十分愛してくれる

4　子どもの将来が大変楽しみにできる

5　子どもはみんなから愛されている

6　子どもはどんな困難にも耐えられる自信がある

7　子どもと楽しく遊んでいる

8　子どもは私の生きがいである

9　子どものおかげで私が成長している

10子どもにょい環境を与えている
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た達成感を示す内容であるため父親への使用を

試みた。この尺度は計10項目からなる。子育て

を通しての考えについて「全く当てはまらない」

から「よく当てはまる」までの5段階評定で回

答を求めた。点数が高いほど親役割達成感が高

いことを示すものである。

3）心理的な発達

　Rytif6）の概念や尺度を基にして作成された西

田3）の心理的well－being尺度を，東7）によって

因子負荷の高い項目を選び出された短縮版尺度

を用いた。心理的well－beingは生涯にわたる

肯定的心理機能を「環：境制御力」，「自己受容」，

「自律性」，「人格的成長」，「人生における目的」，

「積極的な他者関係」の6次元により説明され

た概念であり，成人期全般にわたる人格的成長

を捉えることができる。「環境制御力」とは複

雑な周囲の環境を統制できる有能さの感覚「自

己受容」とは自己に対する積極的な感覚，「自

律性」とは自己決定し，独立，内的に行動を調

整できるという感覚，「人格的成長」は発達と

可能性の連続上にいて，新しい経験に向けて

開かれる感覚「積極的な他者関係」とは暖か

く，信頼できる他者関係を築いているという感

覚3）と説明されている。この尺度は各次元，5

項目，計30項目からなる。「現在のご自身の考

え方」について「全く当てはまらない」から

「よく当てはまる」までの5段階評定で回答を

求めた。点数が高いほど心理的well－beingの

各次元の得点が高いことを示す。

皿．結 果

　統計処理には，統計パッケージSPSS15．OJ

for　windowsを使用した。

1．調査対象者の特性

　本研究では169組の親のデータを分析の対象

とした。回答を得た親の年齢の平均は父親35．9

歳（SD＝5．38），母親33．7歳（SD＝4，15）であっ

た。

　また調査対象者の子どもの質問紙配布時のク

ラスと出生順は表2に示した。

　本研究の家族構成について核家族は150組

（88。8％），大家族は19組（11，2％）であった。

家族構成については，多くが核家族であったこ
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表2　子どものクラスと出生順 （人）

出生順

第1三 二2子以降

2歳児クラス

3歳児クラス

4歳児クラス

35 29

26 28

31 20

とから，特に分類せずに分析した。

2．信頼性の検討

　本来，母親用として作成された母親役割達成

感を父親に使用したため親役割達成感尺度の信

頼性を検証した。Cronbachのα係数を求めた

ところ，親役割達成感尺度ではα0．88（父親α

＝0．89，母親αニ0．87）と十分な信頼性が保た

れていた。また心理的well－being尺度では，「環

境制御力」α＝O．64（父親α＝0．55，母親α＝

0．81），「自己受容」α＝0．69（父親α＝0．67，

母親α＝0。70），「自律性」α＝0．77（父親α＝

0．79，母親α＝O．73），「人格的成長」αニ0．78（父

親α＝0．78，母親α＝0．79），「人生における目

的」α＝・0．82（父親α＝0．84，母Pt　a＝0．81），

「積極的な他者関係」α＝0．77（父親α＝0．78，

母親α＝0．75）であった。父親の「環境制御力」

に関してはα係数が低いものの，その他の因子

は今後の分析に用いるのに信頼性の保たれた尺

度構成であることが確認された。

3．父母間の親役割達成感の違い

　父親と母親の親役割達成感の平均値（父親

3．97（SD＝O、61），母親4．09（SD＝0．54）に

ついてt検定を用いて比較したところ，有意差

はみられなかった（t（372）ニ3．84，n．s．）。

4．子どものクラスと出生順による親役割達成感の

　違い

　次に子どもの年齢と出生順が親役割達成感に

影響するかどうかを検討した。子どもの年齢に

ついては子どものクラスごとに「2歳児クラ

ス」，「3歳児クラス」，「4歳児クラス」に分類

した（以下「子どものクラス」と表記）。また，

子どもの出生順については，第2子以降は人数

の偏りが生じるため，第1子と第2子以降に分
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4．40
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4．00

3．80

3．60 1・　　　　一r

　　　　　　　2歳児
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3．89

4歳児

4．08

4．35

図1　子どものクラスと出生順ごとの母親の親役割

　達成感の平均値

類した（以下「出生順」と表記）。親役割達成

感を従属変数とし，子どものクラスと出生順を

独立変数とする3（子どものクラス）×2（出

生順）の分散分析を行った。

　その結果，父親については，子どものクラス

および出生順の主効果，交互作用ともにみられ

なかったが，母親については，子どものクラス

および出生順の有意な交互作用がみられた（F

（2，163）＝3．25，p＜0．05）。交互作用が有意で

あったことから，Bonferroni法による単純主

効果の検定を行ったところ，第2子以降の母親

において，3歳児クラスと4歳児クラスの間

に5％水準で有意差がみられた（F（2，163）＝

4．40，p＜0．05）。これらの結果より，第2子

以降の母親において4歳児クラスの母親は3歳

児クラスの母親よりも親役割達成感が高いこと

が確認された（図1）。

5．親役割達成感と心理的well－beingの関係

　父親と母親の親役割達成感の平均値に有意な

差が認められなかったため，両親の親役割達成

感得点の平均値4．03を基に高群，低群に分類し，

心理的well－beingの各下位尺度得点の平均値

についてt検定を用いて比較した。その結果

父親については，「環境制御力」，「人格的成長」，

「人生における目的」，「積極的な他者関係」の

次元において，親役割達成感高群の方が低群よ

りも高いことが確認された。また母親について

は，「環境制御力」，「自己受容」，「人格的成長⊥

「人生における目的」，「積極的な他者関係」の

次元において，親役割達成感高群の方が低群よ

りも高いことが確認された（表3）。
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表3　親役割達成感の高低による心理的well－beingの平均値の比較

心理的well－being
　　父親　　　　　t値　　　　　母親　　　　　t値
低群　　　　高群　　df（167）　低回　　　　高群　　df（167）

環境制御力　　　　3．24

自己受容　　　　　3．17

自律性　　　　　　3．57

人格的成長　　　　3．63

人生における目的　3．47

積極的な他者関係　3．16

〈

＜
＜
＜

3．55

3．36

3．53

4．02

3．88

3．65

2．50＊＊零

1．96

0．45

4．04＊＊＊

3．65＊＊＊

5．01＊料

2．95

2．98

3．21

3．58

3．30

3．32

＜
＜

＜
＜
＜

3．39　4．93＊＊＊

3．27　2．88＊＊

3．32　1．18
3．98　　　4．14宰冷零

3．57　2．37＊

3．78　　　5．14＊零ゆ

＊P〈O．05，　＊＊P〈O．Ol，　＊＊＊p〈O．OOI

】V．考 察

1．親役割達成感について

　親役割達成感について父母問に差があるのか

検討した結果，有意な差は認められなかった。

このことから，父親母親の間に子育てを通し

て子どもとの関係性に満足感を得たり，自己の

成長を感じたりする気持ちに差はないことが示

唆された。

　ところが親役割達成感に対する子どもの年齢

や出生順の影響について検討した結果，その影

響は母親のみに認められた。柏木ら4）によると，

子ども・子育てに対して，父親は肯定的な感情

だけを強く持っているが，母親は肯定面と否定

面を合わせもつアンビバレントな感情を持って

いるとされている。このことを参考に結果につ

いて考えるなら，子どもと過ごす時間の少ない

父親は1）子どもを否定的に捉える場面が少ない

ために，子どもの年齢や出生順に影響されるこ

となく親役割達成感を評価している可能性が考

えられる。

　ところで，第2子以降の子どもをもつ3歳児

の母親は，4歳児の子どもをもつ母親と比較し

て子どもとの関係性や子育てを通しての自己の

成長を否定的に捉えていることが明らかになっ

た。この結果については，第2子以降というこ

とは養育する子どもの数も2人以上であること

から，子育てに対する負担やストレスが生じ，

親役割達成感を低く評価したのではないかと考

えられる。しかし子どもが4歳児になると，そ

れまでの子育て経験を活かし，子育て役割を調

整しながら親役割達成感を高めていくことが考

えられる。本研究の母親において子どもの年齢

や出生順が親役割達成感に影響することが見出

されたことから，親の育児関与の量や育児スト

レス，子育てスキルの違いによって親役割達成

感への影響が異なることが予測される。

2．親役割達成感と心理的well－beingの関係

　親役割達成感の高さと心理的well－beingと

の関係について検討した結果，父親母親共に，

親役割達成感高群は低群に比べて「環境制御

力」，「人格的成長」，「人生における目的」，「積

極的な他者関係」の得点が高いことが確認され

た。これらの側面は父親母親に共通して，親

役割達成感が影響する心理的な発達の側面であ

ることを意味していることになる。先行研究に

おいても，母親において母親役割達成感とこれ

らの心理的well－beingの次元との関連がみら

れており3），本研究の結果はこの報告と比較的

合致したものであるといえる。この結果から

は，親が子どもや子育てを肯定的に評価するこ

とによって，複雑な環境に適応したり，連続し

て成長している自分を感じたり，自ら生きる目

的を見出したり，他者と暖かな人間関係を築く

傾向が高まることが考えられる。少子化時代だ

からこそ，子育ての体験は個人の心理的な発達

にとって重要な役割をもつ可能性がある9）とい

われているように，本研究の結果はこうした示

唆を支持した結果といえよう。

　一方，「自己受容」の次元については親役割

達成感高群の方が低回よりも高いことが確認さ

れた。このことは，子どもや子育てを肯定的に

評価する母親は，自分自身を受け入れる傾向が

高いことを示唆している。女性は，母親になる

と「社会にかかわる自分」が小さくなり「母親

としての自分」が大きくなるのに対して，男性

は父親になってからも「父親としての自分」の
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大きさは変化せず，「社会にかかわる自分」の

割合が大きくなるといわれている9）。このこと

を参考に結果について考えるなら，父親につい

ては親役割達成感の高さと「自己受容」の高低

に差が見出されなかったことから，男性の場合

は，仮に親役割達成感が低かったとしても他の

役割達成感を通して自分自身を受け入れること

ができると考えられる。一方，母親については

親役割達成感の高さと「自己受容」の高低に差

が見出されたことから，女性の場合は，母親の

「自己受容」を高めるために，子育て期の母親

の親役割達成感を高める支援が必要であると考

えられる。

　ところで「自律性」については父親母親と

もに親役割達成感の高さとの関連は認められな

かった。先行研究においても母親役割達成感

は「自律性」と関連はないとされていることか

ら3），本研究の結果は先行研究と比較的合致し

たものであるといえる。また，「自律性」と就

労との関連において，無職群より有職群の方が

「自律性」の得点が高かったことから3），父親，

母親ともに「自律性」の感覚を高めるためにも

子育て以外の社会的な役割の必要性が示唆され

た。

V．今後の課題

最後に，本研究の今後の課題として3点あげ

られる。

1．今回，親の心理的な発達を測定する尺度と

　して東7）が大学生に施行して作成した短縮版

の心理的well－being尺度を使用した。本研

究においては父親の「環境制御1力」のα係数

が低かったため，大学生と子育て期の男性と

では心理的wen－beingの「環境制御力」の

様相が異なることが考えられる。したがって，

今後父親の心理的well－beingについて検討

する必要がある。

2．本研究では，親自身が親役割達成感を高く

評価することで心理的な発達が促進されるこ

　とを仮定してその関連を検討してきた。しか

　しRyanら10＞は，　Rrffの6次元は幸福感を育

　てる主要要因であると指摘していることか

　ら，心理的weU－beingの高い親が親役割達

成感を高く評価できることも考えられる。今
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後，その因果関係を検討していく必要がある。

3．今回，父母間の親役割達成感に差は示され

なかったが，子どものクラスや出生順におい

て母親のみ差が示された。子育て期にある男

性の労働時間は長く，家族と過ごす時間が短

いとの報告がある1）ことから，子どもと過ご

　している間に育まれる感情，一緒に過ごすと

　きの親役割など父親と母親とでは異なること

が予測される。したがって今回，父親独自の

親役割達成感を正確に測定できたかどうかは

疑問に残るため，今後父親独自の親役割達成

感について労働時間や子育て関与，子どもに

対する感情なども調査し，検討していきたい。
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付　記

　本研究の一部は

表した。
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小児科・小児歯科・心理・栄養のプロがまとめた

　　　　子どもの歯と口の保健ガイド

　　　　チャイルドヘルスプロフェッショナルが

　　　　　　協働でまとめた6つの歯の常識

群
行
判

　
　
　

編
発
B

小児科と小児歯科の保健検討委員会

日本小児医事出版社

85頁　1，890円（本体1，800円＋税）

　本書は，「子どもの歯と口腔の問題」を小児科医，小児歯科医さらに臨床心理士と管理栄養士が協働でまとめ

あげた，本邦で最初の手引き書であります。

　6年前に立ち上げられた「チャイルドヘルス懇話会」が核になり，「小児科と小児歯科の保健検討委員会」が

永年に亘って検討してきた以下の課題が各項目別に「現時点での考え方」としてまとめられております。

　　1．イオン飲料と虫歯に関する考え方

　　2．「母乳とむし歯」現状の考え方

　　3．おしゃぶりについての考え方

　　4．指しゃぶりについての考え方

　　5．歯からみた幼児食の進め方

　　6．子どもの歯みがき

　さらに，各課題別に保健検討委員会のメンバーによる座談会の討論が掲載され，①その課題がどうして取り上

げられたか，②考え方が公表されてからどう変わったか，③問題点と将来どうあるべきか，などの議論が盛り込

まれています。

従来，専門家の間でも見解の相違があった「子どもの歯と口腔の問題」に対して各専門家が協働してまとめあ

げた本書は，理論的根拠を豊富に提示し，説得力に富み，小児保健の現場での「実際の指針」となることに疑い

の余地はありません。臨床の場や保健領域での必読の書なると共に，簡明で平易な表現から，若いご両親や家庭

にもお勧めの書物です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（聖マリアンナ医科大学名誉教授　小板橋　靖）

Presented by Medical*Online


	0047
	0048
	0049
	0050
	0051
	0052



